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二
三
六

『
正
法

眼
蔵

』

に
お

け

る
尽

の
思

想

(
一
)

粟

谷

良

道

一

こ
こ
に
題
す
る

「
尽
の
思
想
」
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
一
言
を
付
す

と
、
道
元

の
著
書

『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
尽
の
思
想
に
関
す
る

一
連

の
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま

で

に
、
「
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
究
尽
に
つ
い

て
」
(曹
洞
宗
宗
学
研
究
第
二
十
八
号
、
昭
和
六
十

二
年
)
、
「正
法
眼

蔵

に

お
け
る
尽
十
方
界
」
(印
仏
研
究
第
三
十
五
巻
第

一
号
、
昭
和
六
十

一
年
)
、

「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
大
地
観

(続
)-
特
に
尽
大
地
に
つ
い
て
-
」

(曹
洞
宗
研
究
紀
要
第
二
十
号
、
昭
和
六
十
三
年
)
と

い
う

論
文
を
発
表
し

て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

一
連
の
研
究
を
と

お
し
、

一
見
し
て
み
る
と
、
道
元
は

「
究
尽
」
と
述
べ
、
「
尽
十
方
界
」

と
述
べ
、
「尽
大
地
」
と
述
べ
、
「
尽
」
と
い
う
語
に
対
し
て
非
常
な
関

心
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

こ
の
点

に
関
し
、
更

に
述
べ
る
と
、
道
元
は
、
ま
た
、
著
書

『
正
法

眼
蔵
』
に
お
い
て
、

(1
)こ
れ
を
諦
児
し
て
尽
大
地
を
鎮
護
し
き
た
る
、
尽
方
界
を
鎮
成
し
き

た

る
、

尽
時
界
を
鎮
現

し
き
た
る
、

尽
仏
界
を
鎮
作

し
き

た
る
、

…
…

(
陀

羅
尼
、

道
元
禅
師
全
集
上

・
四

二
三
頁
)

(2
)こ
の
現
成

は
、
矧

・
矧

捌

・
贔

・
濁

を
量
と

し
て
現

成

す

る

な

り
。
(諸
悪
莫
作
、
道
元
禅
師
全
集
上
、
二
七
八
頁
)

と
述
べ
て
お
り
、
「
尽
大
地
」
、
「
尽
十
方
界
」
、「
尽
時
界
」
、「
尽
仏
界
」
、

「
尽
時
」
、
「
尽
法
」
と
述
べ
て
い
る
立
場
を
指
摘
す
る
こ

と

が

で
き

る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
よ
り
、
道
元

に

は
、
「
尽

の
思
想
」
と
し
て
展
開

し
て
い
る
立
場
の
あ
る
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
道
元
の
述
べ
る
尽
の
思
想
に
つ
い
て
論
述
し
て
ゆ
く

こ
と
と

す
る
。
な
お
、
紙
数
の
関
係
上
、
全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
回
を
分
け
、
他
所
に
分
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

二

道
元
が
、
究
尽
を
述
べ
、
尽
十
方
界
を
述
べ
、
尽
大
地
を
述
べ
、
尽

を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
詳
し
く
は
前
述

の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
道
元

の
新
た
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な
る
尽

へ
の
言
及
を
論
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

道
元

に

「
尽
の
思
想
」
を
述
べ
る
立
場
の
あ
る
こ
と
は
、
前
の
論
文

「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
大
地
観

(続
)
-

特
に
尽
大
地

に

つ

い

て
-

」
に
お
い
て
提
起
し
た
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
前

の
論

文

で

は
、
山
河
大
地

の
肯
定
を
よ
り
徹
底
し
た
道
元
の
立
場
と

し

て
、
「
尽

大
地
」
と
い
う
立
場
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
し
て
、
尽
大
地
の
包
容

思
想
が
、
更
に
、
「尽
の
思
想
」

へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
を
指

摘

し

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
尽
大
地
の
包
容
思
想

の
展
開
と
し
て
、
尽

の
思
想

の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
よ
り
、

尽
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、

ま
ず
、
「
光
明
」
の
巻
に
、

ノ

ニ

ク

ク

リ

ノ

ル

ル

エ

あ

る
と
き
、

上
堂
示
衆

云
、
人
人
尽
有

ご光
明
在

噛
看
時
不
レ
見
暗
昏
昏
、

作

カ

レ

ク

慶
生
是
諸
人
光
明
在
。

衆
無
対
。

自
代

云
、
僧
堂

・
仏
殿

・
厨
庫

・
山
門
。

い
ま
大
師
道

の
人
人
尽
有
光
明
在

は
、

の
ち

に
出
現
す

べ
し
と

い
は
ず
、

往

世

に
あ
り
し
と

い
は
ず
、

傍
観

の
現
成
と

い
は
ず
。

人
人
自
有
光
明
在
と
道

取
す
る
を
、
あ
き
ら
か

に
聞
持
す
べ
き
な
り
。

百
千

の
雲
門
を
あ

つ
め
て
同

参
せ
し
め
、

二
口
同
音

に
道
取
せ
し
む
る
な

り
。
人

人
尽
有
光
明
在

は
、
雲

門

の
自
構

に
あ
ら
ず
、

人
人

の
光

明
み
つ
か
ら
拮
光
為
道
な

り
。
人
人
尽
有

光

明
と

は
、
渾
人
自
是
光

明
在
な

り
。
光

明
と

い
ふ
は
、
人
人
な
り
。

光
明

を
拮
得
し
て
、
依

報

・
正
報
と

せ
り
。
光

明
尽
有
人
人
在
な
る
べ
し
、

光
明

自
是
人
人
在

な
り
。

人
人
自
有
人

人
在

な
り
、

光
明
自
有
光
光
在
な
り
。
有

有
尽
有
有
有
在
な

り
、
尽
尽
有
有
尽
尽
在

な
り
。

し

か
あ
れ
ぽ
し
る
べ
し
、

人
人
尽
有
の
光
明

は
、
現
成

の
人
人
な

り
、
光

光
尽
有

の
人
人

な

り
。

(
道

元
禅
師
全
集
上

・
二
二
九
頁
)

と
あ
る
箇
所
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
箇
所
は

「
人
人
尽
有

光
明
在
、
看
時
不
見
暗
昏
昏
、
作
塵
生
是
諸
人
光
明
在
」
と
い
う

一
節

に
対
す
る
道
元
の
解
釈
を
述
べ
た
件
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
が
こ
こ
に
引
用
し
て
い
る

一
節
に
対
す
る
出
典
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
『圓
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
第
十
九
に
は
、

雲
門
示
衆
云
。
人
人
尽
有
光
明
在
。
看
時
不
見
暗
昏
昏
。
作
贋
生
是
光
明
。

衆
無
対
。
自
代
云
。
僧
堂
仏
殿
厨
庫
三
門
。
(大
正
蔵
四
七

・
八
〇
三
上
)

と
あ
り
、
道
元
が
、

こ
の

『
圓
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
よ
り
、
雲
門

の
語

と
し
て
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
雲
門
匡
真

禅

師

語
録
』
巻
中
に
は
、

或
云
。
古
人
道
。
人
人
尽
有
光
明
在
。
看
時
不
見
暗
昏
昏
。
作
塵
生
是
光

明
。
代
云
。
厨
庫
三
門
。
(大
正
蔵
四
七

・
五
六
三
中
)

と
あ
り
、

こ
の

『
雲
門
匡
真
禅
師
語
録
』
に
は
、
道
元
の
引
用
し
て
い

る

一
節
が

「
古
人
道
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
な
お
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

は
指
摘

の
み
に
と
ど
め

て
お
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
道
元
の
引
用
し
て
い
る

「
人
人
尽
有
光
明
在
」
と
い
う

一
節

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
文
の
解
釈
に
従

え
ば
、

「
人
人
、
尽
く
光
明

の
在
る
有
り
」
と
い
う
読
み
方

に
な
る
。
し
か
し
、
道
元
は
決
し
て
書

き
下
し
て
読
む
こ
と
を
し
な
い
。
す
な

わ

ち
、

「
人
人
尽
有
光
明
在
」

は

「
人
人
尽
有
光
明
在
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の

『
正
法
眼
蔵

』
に
お
け
る
尽

の
思
想

(
一
)
(粟

谷
)

 

三
三
七
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『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
尽

の
思
想

(
一
)
(粟

谷
)

 

三
三
八

「
人
人
尽
有
光
明
在
」
を
述

べ
て
、
「
人
人
自
有

光

明
在
」
と
も
述
べ

て
お
り
、

ま
た
、
「渾
人
自
是
光
明
在
」
と
も
述

べ

て
い
る
。

こ
の
箇

所
で
気
付
く
こ
と
は
、
「
人
人
尽
有
光
明
在
」
の

「
尽
有
」
を

「
自
有
」

と
述
べ
、
「自
是
」
と
述
べ
て
い
る
点
で

あ

る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
道

元
は

「
し
か
あ
れ
ば
し
る
べ
し
、
人
人
尽
有
の
光
明
は
、
現
成
の
人
人

な
り
、
光
光
尽
有

の
人
人
な
り
。
」

と
述
べ
て
お
り
、

こ
の
点
を
も
合

わ
せ
考
え

る
な
ら
ば
、
道
元
は
、 
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、

「
尽
有
」
と

い
う
語
に
着
眼
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「
尽
有
」
を
述
べ
る
道
元
の
立
場
は
、
更
に
、
他
所
に
お
い
て

も
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「有
時
」
の
巻
に
、

(1
)正
当
急
腰
時
の
み
な
る
が
ゆ
え
に
、
有
時
み
な
尽
時
な
り
、
有
草
有
象
と

も
に
時
な
り
、
時
時
の
時
に
尽
有
尽
界
あ
る
な
り
。
し
ば
ら
く
い
ま
の
時

に
も
れ
た
る
尽
有
尽
界
あ
り
や
な
し
や
と
観
想
す
べ
し
。
(道
元
禅
師
全

集
上

・
一
九
〇
頁
)

(2
)要
を
と
り
て
い
は
く
、
尽
界
に
あ
ら
ゆ
る
尽
有
は
、
つ
ら
な
り
な
が
ら
時

時
な
り
。
有
時
な
る
に
よ
り
て
吾
有
時
な
り
。
(同
・
一
九

一
頁
)

と
あ
る
箇
所
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
箇
所
は

「
有
時
」
に

つ
い
て
述

べ
た
箇
所
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
尽
有
を
述
べ
て
い
る
こ

と
が
理
解

さ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
箇
所
で
は
、
「
尽
有
尽
界
」
と
述

べ

て
お
り
、
尽
有
と
尽
界
と
を
並
列
し
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
尽

有
は
尽
界

を
意
識
し
た
語
で
あ
り
、
尽
界

の
範
囲
で
尽
有
を
述
べ
て
い

る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
は
尽
有
に
尽
界
の
意
味

を
含
ま
せ
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
前

の
論
文

(前
述
論
文
参
照
)
に
述
べ
た
よ
う
に
、
尽
大
地
、
究
尽
に
つ
い

て
も
言
い
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

尽
大
地
を
述
べ
て
尽
界

と
述
べ
、
究
尽
を
述
べ
て
尽
界
と
述
べ
て
い
る

こ
と
に
呼

応

し

て

い

る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
尽
有
は
、
ま
た
、
尽
大
地
の
意
味
を
も
含
ん
で

お
り
、
究
尽
の
意
味
を
も
含
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
尽
有
が
主
張
さ
れ
る
に
至

っ
て
も
、
尽
界
が
並
記
さ

れ
て
お
り
、
尽
有
に
は
、
尽
界
、
尽
大
地
、
究
尽
の
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
反
面
、
尽

の
展
開
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
尽
の

展
開
に
お
い
て
、
尽
有
が
主
張
さ
れ
、
尽
が
有
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な

い
。
す

な

わ

ち
、
有

は
現
実

の
存
在
を
表
わ
し
て
い
る
語
で
あ
る
と
い
う
点
よ
り
、

尽
有
の
主
張
は
容
易
に
現
実

の
肯
定

へ
と
発
展
す
る
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
更
に
述
べ

る

と
、
「行

仏
威
儀
」
の
巻
に
、

仏
威
儀
の
一
隅
を
遣
有
す
る
は
、
尽
乾
坤
大
地
な
り
、
尽
生
死
去
来
な
り
。

塵
刹
な
り
、
蓮
華
な
り
。
こ
れ
塵
刹
蓮
華
お
の
お
の
一
隅
な
り
。
(道
元
禅

師
全
集
上
・
四
八

-
四
九
頁
)

と
あ
り
、
尽
の
展
開
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
箇
所
は
仏
威

儀
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
仏
威
儀
を
述
べ
て
、
尽
乾
坤
大
地
と
述
べ

る
と
共
に
、
尽
生
死
去
来
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
は
生
死
去
来

-750-



と
述
べ
で
お
り
、
有

の
よ
り
具
体
的
な
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
尽
は
生
死
去
来

へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尽
有
よ
り
尽
生
死
去
来

へ
と
、
尽
の
展
開
を
述
べ

る

道

元

は
、
更

に
、
「阿
羅
漢
」
の
巻
に
お
い
て
、

ニ

キ

ク

タ

シ
テ

シ

ノ

ヲ

タ
リ

ヲ

諸
漏
已
尽
、
無
二復
煩
悩
一
、
逮
一一得

己
利
一
、
尽
二諸
有
結
噛心
得
二自
在
叩
こ
れ
大

阿
羅
漢
な
り
、
学
仏
者
の
極
果
な
り
、
第
四
果
と
な
つ
く
。
仏
阿
羅
漢
な

り
。
諸
漏
は
没
柄
破
木
杓
な
り
。
用
来
す
で
に
多
時
な
り
と
い
へ
ど
も
、
巳

尽
は
木
杓
の
渾
身
跳
出
な
り
。
逮
得
己
利
は
、
頂
願
に
出
入
す
る
な
り
。
尽

諸
有
結
は
、
尽
十
方
界
不
曽
蔵
な
り
。
心
得
自
在
の
形
段
、
こ
れ
を
高
処
自

高
平
、
低
処
自
低
平
と
参
究
す
。
こ
の
ゆ
え
に
、
塙
壁
瓦
礫
あ
り
。
自
在
と

い
ふ
は
、
心
也
全
機
現
な
り
。
無
復
煩
悩
は
、
未
生
煩
悩
な
り
、
煩
悩
被
煩

悩
磯
を
い
ふ
。
(道
元
禅
師
全
集
上

・
三
二
三
頁
)

と
述
べ
る
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
阿
羅
漢
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
箇
所

で
あ
る
が
、

こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る

一
節
は
、
『妙
法
蓮
華

経
』
巻
第

一

「
序
品
」
第

一
に
、

如
是
我
聞
。

一
時
仏
住
王
舎
城
誓
閣
蠣
山
中
。
與
大
比
丘
衆
萬
二
千
人
倶
。

皆
是
阿
羅
漢
。
諸
漏
已
尽
無
復
煩
悩
。
逮
得
己
利
尽
諸
有
結
。
心
得
自
在
。

(大
正
蔵
九

・
二
下
)

と
あ
り
、

こ
の
箇
所
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

『
妙
法

蓮
華
経
』

の

「
尽
諸
有
結
」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
『妙

法
蓮
華
経
』

の
原
意
で
は

「
諸
の
有
結
を
尽
し
…
…
」

を
読
む
の
が
通

例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
元
は

「
尽
諸
有
結
」
を
書
き
下
し
て
読
む

こ
と
は
せ
ず
、

そ
の
ま
ま

「
尽
諸
有
結
」
と
読

ん
で
い
る
。
ま
た
、
道

元
が

「
尽
諸
有
結
は
、
尽
十
方
界
不
曽
蔵
な
り
。
」
と
述
べ
て
い

る

点

よ
り
考
え
る
な
ら
ば
、

「全
て
の
有
結
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し

て

い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
尽
諸
有
結
」

の
原
意

を

転

化
さ
せ
て
い
る
道
元
は
、

こ
こ
で
も
ま
た
、
尽
諸
有
結
と
述
べ
る
と
共

に
、
尽
十
方
界
を
述
べ
、
尽
諸
有
結
を
尽
十
方
界

の
範
囲
で
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
に
、
尽
の
展
開
は
諸
有
結

へ
と
至

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

以
上
、
尽
の
展
開
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
前
に
究
尽
、
尽
十

方
界
、
尽
大
地
と
述
べ
て
き
た
尽
の
展
開
も
、

尽
有
、
尽
生
死
去
来
、

尽
諸
有
結

へ
と
展
開
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
尽
十
方
界
、
尽
大
地
が
包

容
性
を
述
べ
た
語
で
あ
る
こ
と
は
前

の
論
文
で
述
べ
た
こ
と

で
あ

る

が
、

こ
の
包
容
思
想
も
、
尽
有
、
尽
生
死
去
来
、
尽
諸
有
結

へ
と
展
開

さ
れ
る
に
至
り
、
現
実

へ
の
肯
定
を
求
め
る
立
場
の
あ
る
こ
乏
は
動
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
尽
の
展
開
は
、
尽
有
、
尽
生
死
死
去
来
、
尽
諸
有
結

に
の
み
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
で
鳳
な
く
、
新
た
な
る
尽
の
展
開
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
た
な
る
尽
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
別
め
機
会
に
ゆ
ず

る
こ
と
と
す
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
尽
有
、
尽
生
死
去
来
、
尽
諸
有
結

(
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
員
)

『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け

る
尽

の
思
想

(
一
)
(粟

谷
)

 

三
三
九
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